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1.は じ め に

サロベツ原野は北海道北部の日本海沿岸に位置する沖積

低地であり，ラムサール条約に登録された湿原が広く分布

している．三方を山地に囲まれており，山地を涵養域とす

る地下水の流出域にあたる．とくに東側の山地は規模が大

きく，地下水の主たる涵養域と考えられる．この山地では，

日本原子力研究開発機構によるフィールド研究が行われて

おり，涵養域における水文地質構造および地下水流動に関

する研究が数多く行われている1）．しかしながら，流出域

と想定されるサロベツ原野における水文地質構造や地下水

流動に関する観測および解析を実施した研究例は数少な

く2），湿原の保全や地域の水資源評価の観点からも研究が

必要とされている．

サロベツ原野には80mに及ぶ厚い沖積層が堆積しており，

とくに表層付近の地下水流動系を把握するためには沖積層

の水文地質構造を明らかにする必要がある．サロベツ原野

の沖積層全体を対象にした水文地質構造の調査研究は，北

海道開発局が1996～1998年にかけて実施した「サロベツ川

水理地質構造検討業務」3）のみである．ここでは沖積層全

層を網羅するボーリング調査が複数行われており，いくつ

かの学術論文にそれが引用されている4）,5）．しかしながら

ボーリングの数量が少ないことと，地層の堆積年代が不明

で正確な孔間対比ができていないことから，水文地質構造

を明らかにするにはデータが不足している．

筆者らの一人が所属した幌延地圏環境研究所では，サロ

ベツ原野周辺の水文地質構造を明らかにするための調査研

究を行ってきた．すなわち，これまでにサロベツ原野南部

で5か所のオールコアボーリング調査を行い，沖積層の地

質解析を行った6）．

本研究は本地域の地質構造を踏まえ，地下水調査結果に

基づき沖積層内の水文地質構造を構築し，地下水位の分布

を明らかにしてサロベツ原野南部の地下水流動系を評価す

ることを目的とする．

2. 地形・地質概要

図�1に示すように宗谷地域にはほぼ南北方向に地質帯が

分布し，中央東側の白亜系から，順次西側に若い堆積岩類

が分布する．サロベツ原野周辺の丘陵には鮮新統～更新統

の勇知層および更新統の更別層が分布する7）～9）．

原野縁辺部にはMIS（海洋酸素同位対比ステージ）5～9

とされる海成段丘が分布する10）．平野と丘陵の境界付近に

は活断層の伏在が推定されており11）,12），離水浜堤地形の変

位から4～6kyrBPに原野北部沿岸での断層活動が推定
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要 旨

北海道北部サロベツ原野における沖積層の地下水流動系を評価することを目的として，地下水の現地調査により水文地質構造を明らか

にし，その結果に基づく地下水のモデル計算を実施した．既往研究によると沖積層の地質は泥質主体である．沖積層のうち，最大海進期

の粘土質堆積物であるHo�la層が難透水性を示し，観測された水理水頭の季節変化や地下水の水質からはHo�la層が上下の地下水流動を制

限していると推定された．また，水理水頭は，サロベツ原野東端部の基盤岩周辺において最も高い値を示し，浅部や西側ほど低くなる傾

向が観測された．この高い水理水頭値の形成には構造運動が関係すると推定した．地下水流動モデルを用いた解析により，高い水理水頭

の分布範囲を推定した．
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されている13）．

地下水利用における主な帯水層は原野周辺の丘陵地に分

布する砂礫質の更別層（更新統）とされる．丘陵地縁辺には

深度40～50m以上の掘り抜き井戸が多数設置され，その多

くから自噴が認められる．

図�2に示すように沖積平野は主に天塩川周辺に発達し，

沿岸部がサロベツ原野，内陸部がウブシ原野と呼ばれる．

海岸線沿いには縄文海進期の海岸砂州を基礎とした砂丘列

帯がみられる4）．サロベツ原野の大半は層厚5mに及ぶ泥

炭に覆われ，泥炭層基底の14C年代によると原野南部では

5.7kyrBPから，原野北部では2～4kyrBPから堆積が開

始している14）,15）．沖積層の基盤は原野南部沿岸が最も深く

GL－70m程度まで達し，縁辺部で急激に浅化する盆状構

造をとる4）,16）．サロベツ原野周辺は道北地域日本海側にお

ける鮮新世以降の沈降運動の中心部とされており，沖積層

や泥炭層の層厚が完新世の地殻変動傾向を反映している可

能性がある4）．

サロベツ原野南部における沖積層の水文地質構造と地下水流動平成24年10月 173

図�3 サロベツ地域地質断面図

図�1 宗谷地域地質図（秦・上田7）,8），山口・須田9）を加筆修正．A：

沖積層，tr：段丘堆積物，Sb：更別層（砂�粘土�礫の互層，

第四系），Yt：勇知層（微細粒砂岩，第四系�新第三系），Kt

：声問層（珪藻質泥岩，新第三系），Wk：稚内層（珪藻質頁

岩，新第三系），T：その他新第三系～古第三系（堆積岩），

C：白亜系（堆積岩），Sp：蛇紋岩，V：火山岩） 図�2 サロベツ地域地形図



図�3に示すように，サロベツ原野南部の沖積層は10.5

kyrBPの海退面と6.2～8kyrBPの海成堆積物を基準に，

下位よりPl1，Ho1，Ho2，Ho3の4部層に区分される6）．

Pl1は10.5～14.5kyrBPに堆積したいわゆる「下部沖積層」

であり，人頭大の円礫を含む厚い基底砂礫と，湖沼，三角

州，蛇行河川などで堆積した砂�シルト互層からなる．

Ho1は8～10.5kyrBPに堆積した完新世海進前期の堆積物

で，主に氾濫原で堆積した砂�シルト互層からなる．Ho2

は6.2～8kyrBPに堆積した縄文海進最盛期の堆積物で，

主にバリア�ラグーンで堆積した砂州，潟湖の粘土，干潟

のシルト，および潟湖から一時的に変化した氾濫原堆積物

からなる．Ho2下部の連続した粘土層および砂質シルト層

を，これ以降Ho�la層と称する．Ho3は6.2kyrBP以降に

堆積した堆積物で，沿岸部は海浜砂や砂丘砂，平野部は湿

地で堆積した泥炭，氾濫原で堆積した砂�シルト互層，お

よび旧河道に堆積した砂礫などからなる．

3. 地 下 水 調 査

3.1 調査方法

3.1.1 浅層地下水位調査

サロベツ原野南部の33か所に手掘り観測孔を設置し，地

下水位の観測を行った．設置位置は図�4中に示したg01～

g30，および後述する地下水観測地点（No.1～3）である．

観測孔の掘削にはハンドオーガーを用い，掘削中に現れ

た地下水位より約0.5～1.0mの深度までを掘削した．掘削

後，数日間静置して水位が安定したのちに孔内水位を測定

した．ケーシングには全面スクリーンのVP25塩ビパイプ

を使用した．スクリーン部は円形の孔（φ5㎜）を5cmご

とに千鳥配置し，開口率は約2％とした．パイプ下部は円

錐型コーンで閉塞し，上部は空気抜き孔を開けたキャップ

で保護した．掘削地点の標高は幌延町発行の1�5,000地形

地番合成図から読み取った．

地下水位の観測には触針式水位計を用いた．なお観測は

現地での酪農作業が休止される冬期間とし，積雪前，積雪

期，融雪期，融雪後の4回行った．

3.1.2 水理水頭分布調査

サロベツ原野南部において地形勾配が最も大きい東西方

向に調査測線を設定し，沿岸部，原野中央部，原野東端部

の3地点を地下水観測地点に設定した（No.1～3）．各地点

には，機械ボーリングにより，深度を変えた複数の地下水

観測井を設置した．調査測線に近い5か所の既存井戸も調

査観測に用いた（Well1～5）．また北海道開発局設置の地

下水観測井を「a孔」と称し測定結果を引用した3）．観測

井および既存井戸の位置は図�2および図�3に示した．

No.1孔は沿岸部の砂丘列帯に位置し，掘削口径は86㎜，

掘削深度は100mである．ロータリー式とパーカッション

式を併用し無水掘りにて掘削した．1つの孔をベントナイ

トペレットと砕石により上・中・下の3層に区分し，各区

間に内径4㎜の採水用チューブおよび内径6㎜の水位測定

用チューブを埋設した．しかしチューブの閉塞により，上

部区間と中部区間の水位測定が不可能となり，中部区間は

採水も不可能となった．上部区間の深度はGL－0.0～

－32.5m，下部区間の深度はGL－66.5～－100.0mである．

本孔はスクリーン区間が30m以上と長く，測定値に対応す

る層準の認定が困難なため，得られた水位は参考値として

用いた．

応 用 地 質 第53巻 第4号174

図�4 サロベツ地域地下水位コンター図（2008�2�1および2008�3�26時点）



No.2孔群は原野中央部の旧河川地形に位置し，掘削口

径は86㎜，最大掘削深度は85mである．ロータリー式の泥

水掘りにて深度の異なる5孔の観測井を設置した．スクリー

ン深度はGL－81.5～－83.5m，GL－69～－71m，GL－54

～－56m，GL－17～－19m，GL－12～－14mである．

No.3孔群は原野東端部の丘陵地付近に位置し，掘削口

径は86㎜，最大掘削深度は75mである．ロータリー式の泥

水掘りにて深度の異なる7孔の観測井を設置した．スクリー

ン深度はGL－73～－75m，GL－43～－45m，GL－35～

－37m，GL－23～－25m，GL－18～－19m，GL－12～

－14m，GL－8～－10mである．ただしGL－73～－75m

の孔は遮水が不完全であったため参考値として用いた．

No.2孔群，No.3孔群は孔管にVP50塩ビ管を用い，スク

リーン部には100㎜×2㎜のスリットを縦方向に千鳥配置

し，開口率を約2.5％とした．スクリーン区間は2㎜メッ

シュの網で巻き閉塞を防止し，直上に遮水材を3重に巻い

て遮水したうえで，遮水材から孔口までをセメントミルク

で充�した．施工後は，井戸の容積の3倍以上の水を排水

し，孔内洗浄とした．

水理水頭は触針式水位計および感圧式の自記水位計を用

いて測定した．自記水位計の測定間隔は1時間ごととした．

自噴をともなう観測井は自記水位計を孔内に吊下げ孔口を

密閉し，データ回収時のみ孔口を解放する仕組みとした．

3.1.3 現場透水試験および粒度分析による透水係数の推定

観測井設置後1か月以上養生したのちに，変水位法にて

現場透水試験を行った．その際，自噴のない観測井ではベー

ラを用いて孔内水を低下させ，自噴井では解放状態から孔

口に塩ビ管を立てることで水位を変動させた．水位の記録

には感圧式水位計を用いた．既存井戸は電気検層およびボ

アホールカメラ観察によりスクリーン深度を明らかにした

のち，上記と同様の試験を行った．

なお既存のa孔では，最下部でJFT法，それ以外の箇所

ではケーシング法による透水試験が行われている3）．

また，砂丘帯では現場透水試験を行っていないため，

No.1孔のコア試料を用いて粒度分析を行い，Creager

（1945）が示した粒度と透水係数の関係表17）と対比して，透

水係数を推定した．この表は，各種土質における実験結果

をもとにD20粒径と透水係数との関係を示したもので，

0.005㎜以上2㎜以下の粒度の揃った砂を対象としている．

サロベツ地域の砂丘砂は，目視観察により，細粒分が少な

く粒径が揃っていると判明したため，表の適用が可能と判

断した．粒度分析には75μm，106μm，250μm，425μm，

850μm，2㎜メッシュのふるいを用いた．

3.1.4 地下水水質調査

地下水観測井および自噴井から採取した水試料を用い，

一般水質分析，酸素水素同位体比測定，トリチウム含有量

測定を行った．

pH，電気伝導度，水温はポータブルpH計（DKK�TOA

HM�20P）および電気伝導率計（DKK�TOACM�21P）を使

用して測定した．一般水質はイオンクロマトグラフ（陽イ

オン：DIONEX ICS�1000，陰イオン：Metrohm 761

CompactIC）法により分析を行った．アルカリ度は滴定

にて測定し，重炭酸イオン（HCO3－）濃度に換算した．

酸素水素同位体比測定およびトリチウム含有量測定はそ

れぞれ質量分析法，液体シンチレーション法により測定を

行った．

3.2 調査結果

3.2.1 浅層地下水位調査結果

地下水位の測定結果を表�1に示す．2008年2月1日は積

雪期，2008年3月26日は融雪期にあたる．

地下水位の深度は泥炭地で最大GL－1.0m，シルト質の

沖積平野で最大GL－2.6m，砂丘帯で最大GL－3.9m程度

であった．地下水位の変動は全体に少ないが，下沼丘陵山

麓地域で融雪期に1m以上の水位上昇が認められた．

3.2.2 水理水頭分布調査結果

水理水頭観測の結果を表�2に示す．すべての観測井群で，

深部ほど水理水頭が高い傾向が観測された．また，原野の

東部ほど，水理水頭が高い傾向が観測された．最も高い水

理水頭は，原野東端部の基盤岩周辺で観測され，約13mで

あった．

原野中央部から沿岸部にかけては，位置や深度による水

理水頭の変化が小さく，0.2～3mであった．原野東部は

変化が大きく，3～13mであった．Ho�la層以浅の水頭は，

地下水位とほぼ同一であった．

図�5に水理水頭の連続観測結果を示す．Ho�la層より上

位の観測孔では，約1～2mの季節変動が認められた．

Ho�la層より下位の観測孔では，水理水頭はほぼ一定であっ

た．

3.2.3 現場透水試験および粒度分析による透水係数の推

定の結果

現場透水試験の結果を表�2に示した．サロベツ地域沖積

層の主体であるHo1およびHo2の砂�シルト互層部は概ね

10－6m�sの透水係数を示した．Ho�la層は最も透水性が低

く，粘土からなる沿岸～原野部で10－8～10－9m�s，砂質シ

ルトからなる原野東端部で10－6～10－7m�sの透水係数を示

した．下部沖積層であるPl1の砂�シルト互層部の透水係数

は10－8～10－7m�sを示した．Pl1およびHo1最下部に位置す

る基底砂礫や，Ho3に含まれる埋没河川砂礫の透水係数

は10－3～10－5m�sを示した．

砂丘帯における粒度分析結果を図�6に示す．Ho2に含ま

れる砂質堆積物のD20粒径は0.095㎜，Ho3に含まれる砂丘

砂のD20粒径は0.24㎜であった．Creager（1945）が示した粒

度と透水係数の関係表17）によると，D20粒径0.1㎜での透水

係数は1.75×10－5m�s，D20粒径0.2㎜での透水係数は8.90×

サロベツ原野南部における沖積層の水文地質構造と地下水流動平成24年10月 175



10－5m�s，D20粒径0.3㎜での透水係数は2.220×10－4m�sとさ

れる．したがって，Ho2に含まれる砂質堆積物の透水係数

は10－5m�s程度，Ho3に含まれる砂丘砂は10－4m�s程度と

推定された．

基盤岩のうち更別層の透水係数は10－4～10－6m�sを示し

た．勇知層の透水係数は主体となる微細粒砂岩部が10－6m

�s程度，まれに介在する砂礫層が10－4m�sを示した．

3.2.4 地下水水質調査結果

地下水水質の分析結果を表�3に，キーダイアグラムを図�

7に示す．サロベツ地域の地下水水質は，Ca�HCO3型が優

勢であり，一部にNa�HCO3型が認められた．トリチウム

はHo�la層より上位の地下水のみから検出された．

地下水の酸素水素同位体比のデルタダイアグラムを図�8

に示す．酸素水素同位体比は，天水線18）と，日本の浅層地

下水および河川水の酸素水素同位体比関係式19）の周辺にプ

ロットされた．

3.3 考察

3.3.1 水文地質構造の特徴

サロベツ原野南部の沖積層における水理地質特性の断面

分布図を図�9に示す．断面分布図の作成にあたっては，地

層区分ごとに同一の透水係数を持つと仮定した．地質断面

図は酒井ほか6）から引用した．Ho3の砂�シルト互層部は，

地質の類似性からHo1およびHo2と同様の透水性を示すと

判断した．Ho3の泥炭層の透水係数は，亀山ほか20）が示し

た10－6m�sを引用した．

サロベツ原野南部の沖積層はシルト質堆積物が主体であ
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表�1 地下水位測定結果

表�2 透水試験結果



り，透水性は10－6m�s程度と低い．なかでもHo�la層は最

低で10－9m�s程度の難透水性を示し，広範囲に地下水流動

を規制すると考えられる．

河川砂礫や砂丘・砂州などの粗粒堆積物は10－4～10－5m�

sと高透水性を示し，その成因からみて連続的な水みちを

なしていると考えられる．

3.3.2 地下水流動の特徴

主要成分濃度を示すヘキサダイアグラムとトリチウム測

定結果の断面分布図を図�10に示す．トリチウムの半減期

は12.3年と短く，古い地下水では放射壊変によりトリチウ

ム濃度が検出限界以下になる．したがって，トリチウムが

検出される地下水は1950年以降の比較的若い地下水が起源
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表�3 地下水水質分析結果

図�6 砂丘帯における加積粒径分布図�5 日降水量およびHo-la層の上下における水理水頭の変動

図�7 地下水水質のキーダイアグラム 図�8 サロベツ地域における地下水の酸素水素同位体比



になっている．本調査ではHo�la層の上位のみからトリチ

ウムが検出されたため，Ho�la層を境に上位が若い地下水，

下位は古い地下水と考えられる．

Ho�la層より上位では水理水頭の季節変動が認められた

が，下位の水理水頭は年間を通しほぼ一定であったため，

Ho�la層より上位のみが天水涵養の影響を強く受けている

と考えられる．

図�11に酸素水素同位体比の断面分布図を示す．原野東

端部を除き，深部では軽い同位体，浅部では重い同位体が

認められた．軽い同位体を内陸効果や高度効果によるもの

と考えると，深部の地下水は，内陸側の山地からもたらさ

れたと考えられる．

地下水水質は，循環性の地下水に一般的なCa�HCO3型

が主体であった．また酸素水素同位体比は，日本の一般的

な浅層地下水や河川水と同じ値を示した．よって当地の地

下水は天水起源と考えられる．

以上の考察を総合すると，サロベツ原野南部の地下水流

動系は，Ho�la層によって上下に分断されていると考えら

れる．上位では天水による直接涵養の影響が大きく，下位

では原野東端部の基盤岩から供給される地下水の影響が大

きい．基盤岩から供給される地下水は，内陸側の山地から

長い時間をかけて流動してきた天水が，起源と考えられる．

3.3.3 原野および湿原の浅層地下水流動

Ho�la層より上位の水理水頭は地下水面とほぼ等しいた

め，湿原を含めたサロベツ原野の地下水は，地下水面の勾

配に従い流動すると考えられる．

地下水観測結果から作成した，積雪期と融雪期の地下水

位コンター図を図�4に示す．標高1～5mまでを0.5m刻
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図�9 水理地質特性の断面分布図

図�10 シュティフダイアグラムで示した地下水水質の断面分布



みで区分した．5m以上および1m未満は一括で表現した．

欠測か所の水位は，欠測前後の測定値の中間と仮定した．

地下水位の形状はほぼ地形に沿っており，オンネベツ川，

サロベツ川，パンケ沼などの河川付近の地下水位が低いと

考えられる．また原野南部のオンネベツ川が大きく蛇行す

る地域では，広範囲に地下水位が低いと考えられる．

以上のような地下水位の勾配から考えると，丘陵地由来

の浅層地下水は，いったんオンネベツ川付近の低地形を通

じて湿原域に集まり，サロベツ川経由で天塩川へ流出する

と考えられる．

なお，オンネベツ川付近のNo.3孔やNo.4孔には埋没し

た河川砂礫が認められており，それらが連続した水みちと

なっている可能性がある．

3.3.4 高水頭部の成因

No.3孔の位置する原野東端部南方では，背後に尾根地

形しかないにもかかわらず，広い後背山地を有する北方よ

り高い水理水頭が認められる（図�12）．このことから，原

野東端部南方の高水頭部には，地形以外の要因が作用して

いると考えられる．

図�2，3に示すように，原野東端部南方は南北方向の軸を

持つ背斜構造の中心に近く，完新世にも丘陵地側が隆起す

る変位が起きた可能性が示されている6）．また，原野東端

部には活断層の伏在も推定されている10）～13）．このことか

ら，高い水理水頭の形成と構造運動の間には，何らかの相

関が疑われる．しかし，現時点ではそのメカニズムは不明

である．

4.地下水流動解析

4.1 解析モデルと境界条件

現地調査により，原野東端部の基盤岩付近に高い水理水

頭が確認されたが，その分布形態は明らかにされていない．

そこで，複数の境界条件を設定したモデル計算により，高

い水理水頭の分布を推測することとした．

調査で得られた透水性分布と地下水位をもとに，調査範

囲の水理水頭分布を数値計算する2次元断面モデルを作成

した．高い水理水頭は，基盤岩中の固定水頭として与えた．

この固定水頭の分布範囲を変化させて複数回計算し，より

実測値に近い水理水頭分布が得られるケースを抽出するこ

とで，高い水理水頭の分布範囲を推定した．

モデル計算には地下水流動解析コードMODFLOW21）を

用いた．モデルは鉛直2次元の定常流解析とした．上部境

界には地下水位を既知水頭境界として与えた．原野部の地

下水位は図�4から与えた．丘陵地の地下水位は，谷部を
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図�11 酸素水素同位体比の断面分布

図�12 自噴井における水理水頭分布
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図�14 地下水流動解析結果

図�13 地下水流動解析のためのモデル断面図



GL－0m，尾根部をGL－10m，斜面部を両者の中間と仮

定した．下部境界は声問層上面とした．声問層の透水係数

は10－7～10－9m�sとされ
1），本調査で得られた更別層および

勇知層の透水係数（10－4～10－6m�s）より小さい．Maryほ

か22）によると，地層間の透水係数に2桁程度の違いがあれ

ば不透水境界とみなせるため，声問層上面は不透水境界と

した．西側境界は海洋とし，海水の比重1.023を含んだ水

理水頭値を固定水頭として与えた．

数値計算のためのモデル断面図を図�13に示す．高い水

理水頭は勇知層内で確認されたことから，①固定水頭なし

のケース，②勇知層全体に固定水頭を与えるケース，③勇

知層のうち褶曲構造部のみに固定水頭を与えるケース，④

褶曲構造部のうち原野東端部のみに固定水頭を与えるケー

ス，の4ケースで計算を行い，最も実測に近い水理水頭分

布が得られる条件を選定した．与えた固定水頭値は実測値

のうち最も高い13mとした．地下水位が13mより高くなる

丘陵地側では固定水頭を与えていない．

4.2 高い水理水頭の分布範囲

各ケースの計算結果を図�14に示す．ケース④の褶曲構

造部のうち原野東端部のみに固定水頭を与えた場合が，もっ

とも実測に近い水理水頭分布を示した．ケース④のうち沖

積層周辺を拡大したものを図�14下部に示した．算出した

水理水頭の等値線を点線で示し，実測の水理水頭値を太い

数字で示した．両者の値はほぼ一致している．

したがって，高い水理水頭の分布範囲は，褶曲構造部の

うち原野東端部に限られると推定される．この位置は，完

新世の地殻変動が推定されている位置6）や，活断層の伏在

が推定されている位置10）～13）と，おおむね一致する．

4.3 地下水流動解析結果と実測値との比較

計算により再現した沖積層内の動水勾配は，上向き方向

が卓越し，Ho�la層を境に水理水頭および動水勾配が明瞭

な変動を示した．Ho�la層より下位のうち，丘陵付近では

上向き方向の大きな動水勾配を示し，原野中央部から沿岸

部にかけてでは上向き～水平方向のごく小さな動水勾配を

示した．Ho�la層より上位のうち，丘陵付近から原野中央

部にかけては上向き～水平方向の中程度の動水勾配を示し，

沿岸部の砂丘帯では下向き～水平方向の大きな動水勾配を

示した．

以上の計算結果は，現地調査結果から推定した地下水流

動の特徴と整合する．

5． ま と め

本研究では現地調査によりサロベツ原野南部の沖積層内

の水文地質構造と地下水流動を明らかにし，さらに地下水

流動解析による解析と検証を行った．以下に成果の概要を

述べる．

（1）サロベツ原野南部の沖積層の透水係数は泥質部が10－6

～10－7m�s，砂質部が10－3～10－5m�sを示した．最大海進

期の粘土質堆積物であるHo�la層の透水係数は10－7～10－9m

�sを示した．

（2）地下水水質は循環性の地下水が主体であり，基盤岩の

一部が停滞性の地下水を示した．酸素水素同位体比は天水

起源の値を示し，深部で軽い値を示す傾向が認められた．

トリチウムはHo�la層より上位のみから検出された．

（3）水理水頭の観測値は原野東端部の基盤岩周辺が最も高

く，浅部～海側に離れるほど低くなる傾向が認められた．

水理水頭の観測値はHo�la層より上位では季節変動を示し

たが，下位では変動が認められなかった．

（4）サロベツ原野南部の地下水流動系はHo�la層によって

上下に分断されており，上位では天水涵養の影響が大きく，

下位では原野東端部の高い水理水頭を有する基盤岩からの

影響が大きいと考えられる．基盤岩から供給される地下水

は，内陸側の山地での天水が起源と考えられる．

（5）Ho�la層より浅部の地下水は，地下水面の勾配に従い，

丘陵域からオンネベツ川付近の低地形を経由して湿原域に

集まり，サロベツ川経由で天塩川へ流出すると考えられる．

（6）原野東端部の水理水頭は，周辺と比較し特異的に高い．

地下水流動モデルを用いた解析により，高い水理水頭の分

布範囲が，原野東端部のみに限られると推定した．原野東

端部には完新世の地殻変動や伏在断層が推定されているこ

とから，この高い水理水頭の形成には，構造運動との関連

が疑われる．ただし，その形成メカニズムは不明である．
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HydrogeologicalStructureandGroundwaterFlowofAlluvium

intheSouthSarobetsuMoor

ToshiakiSAKAI,SeiichiroIOKAandToshifumiIGARASHI

Abstract
Thecross�sectionalmodelingofgroundwaterflowwascarriedoutwiththehelpofgeologicalsurveying,piezometer

monitoring,andthechemicalcompositionestimationofgroundwatertoinvestigatethegroundwaterflowsysteminthe
alluvialplaininSarobetsumoorlocatedinthenorthernpartofHokkaido.Accordingtothepreviousstudies,thegeology
ofthealluviumismud�rich.TheHo�lastratum（claylayer）,whichwasdepositedduringtheHypsithermalage,hadlow
permeability.TheobservationofthehydraulicheadandchemicalcompositionofthegroundwaterindicatedthattheHo�
lastratuminhibitedverticalgroundwaterflow.Inaddition,thehighesthydraulicheadwasmeasuredatthebasement
rockintheeasternpartofthemoorandhydraulicheadswerefoundtodecreaseinshallowareasandinthewesternpart
ofthemoor.Thehighesthydraulicheadwasguessedtohaveformedonaccountoftectonicmovements.Thedistribution
ofthehighesthydraulicheadwasestimatedbyanalysisusewiththegroundwaterflowmodel.
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